
（別紙３）

～ ２０２６年　３月　２０日

（対象者数） 17 （回答者数）
13

～ ２０２６年　３月　２０日

（対象者数） 8 （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
児童全員に均等に活動を経験してもらえるようにプログラム

をリストアップすることに加えて均等に振り分けを行う。

2
不登校児童なども含めて多数の児童の理解を深めて受け入れ

が出来るようにする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

備品の再リストアップを予定。現在の児童に合わないもの、

不要なものは処分し、児童のスペースを増やせるように予定

している。

2

送迎に対応できる職員を増やし、二回に分けて会議を実施す

るなどの対応を検討。また、ホワイトボードやプリント、シ

ステムを利用して伝達も予定。

○事業所名 ふたかみ福祉会放課後等デイサービスほまれっこ

○保護者評価実施期間
２０２６年　３月　１日

○保護者評価有効回答数

・場所が手狭 物が多い。児童に合わせた備品の整理を行う必要がある。

・打ち合わせ、振り返りが少ない
送迎時間などの兼ね合いで全員が集まっての会議の時間など

全体で集まって行うことが出来ない。

２０２６年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年4月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

多彩な活動を基に支援を行っていること。

複数名の職員で手分けし、月間プログラムを作成。職員の個

性や得意な点を活かしながら多彩な活動を準備できるように

振り分けを行っている。

また、重度の障害のある方や保護者の方のニーズに合わせて

の受け入れを行っている点

・学校後の受け入れに限らない家庭状況、ニーズに合わせた

児童受け入れを実施している。

・重度の障害を持つ方の理解を高めるための研修を実施。職

員間で連携して一人に負担が行かないようにする。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


